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1. はじめに
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会社紹介
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約40年にわたりソフトウェア検証で品質向上に貢献
仕様などの要求事項が満たされているかを評価する「Verification」と、機能や性能が本来意図された用途や目的に合っているかを評価する
「Validation」。当社の社名にはこの2つの「V」を提供する（Service）という想いが込められています。

社 名 株式会社ベリサーブ
(VeriServe Corporation)

設 立 2001年7月24日

代 表 者 代表取締役社長 新堀 義之

従業員数 1,452名（2022年3月末時点連結）

資 本 金 792百万円（2022年3月末時点）

事業内容
1.製品検証サービス
2.セキュリティ検証サービス
3.その他サービス

子 会 社
株式会社ベリサーブ沖縄テストセンター
AIQVE ONE株式会社

拠 点 右記参照

本社
東京都千代田区神田三崎町3-1-16

神保町北東急ビル 9階

西日本支社
大阪府大阪市中央区北浜1-8-16
大阪証券取引所ビル 19階

中部支社
愛知県名古屋市東区泉2-27-14
関電不動産高岳ビル 13階

沖縄テストセンター
沖縄県うるま市字州崎14-1

沖縄IT津梁パーク
情報通信機器検証拠点施設

宇都宮テクニカルセンター
栃木県宇都宮市宿郷2-7-3 

IRビル宿郷 5階

広島テクニカルセンター
広島県広島市中区八丁堀14-4

JEI広島八丁堀ビル 9階

刈谷テクニカルセンター
愛知県刈谷市桜町1-24 

JS刈谷駅ビル 2階

西新宿テクニカルセンター
東京都新宿区西新宿6-24-1
西新宿三井ビル 14階
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 蛭田 恭章（ひるた やすあき）

 2006年 株式会社ベリサーブ 入社

 家電やスマートフォン等の組み込み機器の
ソフトウェアテストやソフトウェア品質全般の業務に携わる

 2021年から研究企画開発部にて、新たな技術調査や技術開発に従事

 現在は、モデルベースドテストやUX/ユーザビリティ評価の研究開発に取り組む

自己紹介
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2. ソフトウェアテストとユーザビリティ評価
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 JSTQBシラバスより引用 https://jstqb.jp/dl/JSTQB-SyllabusFoundation_Version2018V31.J03.pdf

ソフトウェアテストとは？
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ユーザビリティ評価はテストタイプの１つ

7

ソフトウェアテスト

機能テスト

非機能テスト

テストタイプ
で分ける

信頼性テスト

パフォーマンステスト

セキュリティテスト

ユーザビリティテスト
（ユーザビリティ評価）

テストタイプは、特定のテストの目的から見たソフトウェアシステム
の特性をテストするための活動を束ねたもの
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 ユーザー参加型のユーザビリティ評価
 対象製品・サービスに対する利用経験やリテラシーなどを基に、被験者を選定し評価する
 製品・サービス利用時のデータを得たいという要求

 機能テストにユーザビリティ観点を盛り込む
 機能テストと同じテスト実施者が対応する
 コストは抑えつつも、市場問題につながる重大な問題は検出したいという要求

ユーザビリティ評価の要求例
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本発表ではこちらの要求を対象にします！
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 シナリオテスト
 ユーザーが行う操作、業務フローなどをシナリオ化し、そのシナリオに沿って操作する
 機能が仕様通り動作しているかに加えて、使い勝手なども評価する

 探索的テスト
 テスト担当者が以前のテストの結果の知識や調査情報を使用して、テストを動的に設計、および実行するテス
トアプローチ

 テストチャーターと呼ばれるテストの範囲や目的・観点などを整理したドキュメントを用いることがある
 テストチャーターにニールセンの10ヒューリスティックスなどを盛り込んで評価する

ユーザビリティ評価方法の代表的な２つ
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3. ユーザビリティ評価の課題とその対策事例



© 2023 VeriServe Corporation 会社名・製品名・サービス名は、各社の登録商標または商標です。

 シナリオテストの場合
 機能視点から抜け出せず、仕様通りかの判断のままになる
 ユーザー・利用者目線の評価にどう誘導するか

 探索的テストの場合
 ヒューリスティックスのガイドワードからうまくテスト手順に移せず、ユーザビリティ問題の認知ができない
 テスト実施者の不具合認知度をどう向上するか

 共通的にある課題
 一側面だけ観てユーザビリティの問題と判断してしまう（偏った主観）
 ユーザビリティの問題点が開発者に伝わらない（結果、対応を見送られる）
 ユーザーの困りごとを共感できるようにどう伝えるか（レポート）

現場で直面する課題

11
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 シナリオテストの場合
①評価手順の提示方法を変更

 探索テストの場合
②ユーザビリティ不具合事例の共有

 共通的にある課題
③-1.ユーザビリティ問題の整理シートの活用
③-2.不具合レポートフォーマットの変更

課題対策として工夫した事例
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工夫①:評価手順の提示方法
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Before • Excelでの表形式での提示
• 利用シーンのイメージが付きにくい
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工夫①:評価手順の提示方法
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After • 画像での提示
• ユーザー・利用者目線での評価に誘導

※レストラン画像
写真AC https://www.photo-ac.com/
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 スマートフォンのテスト経験が浅い方向けに不具合事例集を作成し共有
 過去不具合からユーザビリティに関連する不具合とはどのようなものかをつかんでもらう

工夫②:ユーザビリティ不具合事例の共有
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音声関連の不具合

圏内通知と圏外通知の読み上げ音声内容が
把握しづらい

表示関連の不具合

横画面表示時ステータスバーのアイコンが背景
と同色になり見えにくくなる

横向き表示

白色のアイコン

圏内 圏外

圏外です！

「圏外」「圏内」と似た語感
で唐突に読み上げられるの
で聞き取りにくい
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工夫③:不具合レポートのフォーマット
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Before • 機能バグと同じフォーマット
• ユーザーにとって何が問題なのか伝わりにくい
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工夫③-1:ユーザビリティ問題の整理シート

17

After
• ユーザビリティ問題整理カードを利用して、利用シーン、ユーザー影響などを整理
• 手書きでさっと書いて、カードを見ながら複数人で意見交換
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工夫③-2:不具合レポートのフォーマット
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After どのような利用シーンで、どのようなユーザーが、
どのように困るのかを記述できるフォーマット
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4. 今後に向けた取り組み
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今後検討すべきUX/ユーザビリティ評価における課題
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課題 対策
（検討していること）

エキスパート依存の低減

アジャイル開発内での対応

ユーザーの記録・記憶依存の低減

プロダクト・サービス改善へのつながり

データドリブンの評価
(視線計測、表情計測など)

リリース後の品質計測
（利用ログ取得の仕組構築、利用ログ解析など）

非エキスパートによる簡易チェック

★
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 生体データの活用
 「HuME」は、心拍や心電、筋電位、脳波、視線、発汗、姿勢、瞳孔径などの複合的な計測データを基にした
「感性価値の創出」を目指すプラットフォーム

データドリブンの評価手法の検討
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*引用：島津製作所様 HP
https://www.shimadzu.co.jp/news/press/iynnvrhbb7hb1de-.html
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 対象：コンシューマ向け製品
 モバイルアプリ、Webサイト/アプリ、組み込み機器

 目的：ユーザーが無意識的に不満に感じている操作、動作を探り出す
 不快、困り、悩みのポイントに着目する

 既に実験開始中！！
 ゲームコンテンツやモバイルアプリ利用時の計測、解析を進めている

 ゆくゆくは感情の評価にも！！！

まず試そうとしている内容
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5. まとめ
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 ユーザビリティ観点で評価！それは簡単ではない。
 機能視点から抜け出せない
 共感してもらえる指摘ができない

 テスト実施者の目線で工夫！
 評価手順の提示方法
 ユーザビリティ不具合事例の共有
 不具合レポートの工夫

 次は生体データも活用していきたい
 筋電位、脳波、視線など
 感情の評価にもつなげていきたい

まとめ
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ご清聴ありがとうございました
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